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平成３０年度 市政運営方針 

 

平成３０年柏原市議会第１回定例会の貴重なお時間をいただき、平成３０年

度の予算案をはじめとする関係諸案件の審議に先立って、私の市政運営方針を

申し述べる機会をいただきましたことに感謝を申し上げますとともに、議員各

位並びに市民の皆様にご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 

昨年２月、市民の皆様から温かいご支援を賜り、市長に就任してから早１年

が経ちました。この 1 年間、市民の皆様の期待や柏原市の将来のことを思い、

市政の発展に取り組んでまいりました。そのような中、昨年１０月の台風２１号

等による大きな災害を経験し、これまでにない自然に対する脅威を改めて認識

するものとなりました。幸いにも人的被害はありませんでしたが、一部の道路

や農地に大きな被害をもたらし、今、復旧作業に全力で取り組んでいるところ

であります。今回、市民の安全を確保するため、土砂災害や浸水害に対する避

難勧告や避難指示を早め早めに発令いたしました。ピーク時には避難所に

７００人を超える避難者があり、これまで経験したことのない事態になりまし

たが、避難者自らが水や毛布の配布を手伝うなど、子どもたちを含めた市民の

ご協力もあり、大きな混乱を招くこともなく避難者の対応を行うことができま

した。現在も、この経験を活かすべく、「自助・共助」がより発揮される避難所

運営の構築に向けた検討を進めているところでございます。 

この災害時の避難、救助対策の強化は、私が「日本一住みたいまち柏原」の

実現を目指して掲げました「５つの主張」の中の取組の１つであり、私はこの

１年間、「5つの主張」のもとで一歩ずつ取り組んでまいりました。 

 

まずは、「次世代につけを回さない安定した市政運営」の確立に向け、行財政

基盤を整えることを第一に、自らの退職金をゼロにするとともに、私が上下水

道事業管理者の職務を遂行し、副市長を１名とし、さらに、私を含めた特別職

の給料を２割削減し、市長専用車の売却や組織のスリム化、窓口サービスのア

ウトソーシングにも着手いたしました。また、すべての市役所組織で「前例踏

襲」、「マニュアル偏重」といった姿勢を改め、第２期の行財政健全化戦略に位
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置付けた取組を進めるとともに、「重点的・戦略的な行財政運営を実現する予算

編成」に基づく事業評価を実施し、すべての事業についてその必要性や事業費

の精査を行ったほか、行政サービスを今後も安定的に維持していくための「受

益者負担」や「支出経費」の適正化に取り組み、使用料等の見直しや補助金の

精査に取り組みました。 

平成３０年度は、市庁舎整備とそれに伴う行政サービスの効率化及び市民サ

ービスの向上に取り組みます。防災拠点となる新しい庁舎の整備は、平成３２年

度末の完成に向けて進め、併せて市民の利便性向上につながる窓口業務の総合

窓口化と民間へのアウトソーシング導入に向けた検討を進め、住民票等証明書

のコンビニ交付の実施準備に取り組みます。また、「第５次柏原市総合計画」の

策定に着手するとともに、羽曳野市、藤井寺市と公共施設の相互利用をはじめ

とした広域連携の可能性について検討を進めます。 

 

次に、「子育てを応援する環境づくり」では、国の地方創生推進交付金を活用

して母親の労働拠点の整備を行い、また、低年齢児の受け入れ枠の拡充や就学

前教育の充実を図るため、本市初となる公立認定こども園の整備に着手いたし

ました。 

平成３０年度は、国の幼児教育無償化に１歩先駆け、幼稚園、保育所及び認

定こども園の５歳児にかかる保育料の教育費相当部分の無償化を行い、保護者

の経済的負担の軽減を推進してまいります。また、低年齢児の受け入れ枠拡大

と質の高い幼児教育を実現するため、柏原保育所と柏原西幼稚園を統合した

「（仮称）かしわら認定こども園」の平成３２年度開設に向けて施設整備を進め

ます。そして、生徒の学習環境を改善する取組として、市内５中学校の空調設

備工事を実施するとともに、国分中学校グラウンド用地の購入と測量設計を実

施します。 

 

次に、「安心して歳を重ねられる環境づくり」では、国、大阪府と連携し、市

内幹線道路の整備促進を図るとともに、近鉄法善寺駅と堅下駅のエレベーター

設置に向けた柏原市バリアフリー基本構想協議会を設置したところでございま

す。また、昨今、消費生活全般に関する市民からの苦情や問い合わせが増加し
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ていることを受け、柏原市消費生活センターを新たに創設いたしました。さら

に、子どもたちにまさかの時に備えてもらうため、体験型の防災授業を小学校

でモデル実施いたしました。 

平成３０年度は、これまで計画の見直しごとに引き上げられてきた介護保険

料を据え置き、平成３０年度からの「第７期高齢者いきいき元気計画」に基づ

いて、いつまでも健康で元気に過ごしていただけるよう、介護予防の充実や適

正なケアプランの実施、収納率の向上に取り組んでまいります。また、恩智川

多目的遊水地を市民スポーツ広場として整備し、市民の新たなスポーツ施設と

して平成３１年４月のオープンを目指します。 

 

次に、「市民が主人公のまちづくり」を推進するため、市と地域の連携を密に

する地域担当職員制度に加え、私が自ら積極的に地域に飛び出し、市民意見を

お伺いする車座ミーティングをスタートさせ、これまで、５回、５６名の市民

の皆様と意見交換をさせていただきました。 

平成３０年度は、１０月に迎える市制施行６０周年の記念事業を市民の皆様

と一緒に取り組みます。本市では、６０年の節目にあたり、「ええやん柏原 ～

未来へつなぐ６０周年の笑顔～」をコンセプトとして、先人達に敬意を表すと

ともに、わがまち柏原への愛着を深め、本市の良さを再認識し、健やかで笑顔

あふれるまちとなるよう、市全体で盛り上げてまいります。 

 

次に、「もっと地元を誇りに思えるまちづくり」の取組として、老朽化のため

休止中であったサンヒル柏原のプール施設を再開し、また、休館中の本館につ

いては、市民の皆様や市議会の皆様からのご要望に応えるため、民間運営事業

者を選定して、施設の一部を「柏原大食堂」へとリニューアルし、市民はもと

より、観光客や交流人口を増加させるための誘客施設として新たにスタートさ

せました。さらに、国や大阪府の補助金を活用して、奈良県の近隣自治体と連

携した広域ハイキングコースの整備や最寄り駅となる近鉄河内国分駅及びＪＲ

高井田駅の駅前公衆便所の洋式化を進めているところでございます。 

平成３０年度は、「竜田古道」やその周辺の歴史、文化遺産について、「日本

遺産」の認定が得られるよう、歴史的につながりのある近隣自治体と連携して
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取り組みます。また、サンヒル柏原やぶどう、ワイン、大和川の水辺など本市

のあらゆる資源を有効活用して、まちの賑わいや観光事業の構築につなげ、国

内外から多くの来訪者を呼び込みます。 

 

このように、行財政基盤を整えながら新たなまちづくりを進めておりますが、

２年目となる平成３０年度も、引き続き、国や大阪府との連携を密にし、補助

金の獲得に努め、この「５つの主張」を柱に「日本一住みたいまち柏原」の実

現を目指してまいります。 

 

それでは、これらの重点テーマも踏まえ、平成３０年度の主な施策について

の説明を、第４次柏原市総合計画に掲げる「まちづくりの目標」に則して申し

上げます。 

 

政策目標１「健康で安心して暮らせるまち」 

 

（１）医療、健康 

 

①地域の基幹病院として医療の充実に取り組んでいる市立柏原病院は、医療体

制の更なる充実に努め、特にがん診療、周産期医療及び救急医療に重点を置き、

今後も安全で安心できる医療を提供します。また、平成２９年度には診療費支

払いのクレジット決済サービスで利便性向上を図っておりますが、引き続き患

者やその家族の声を聴き、患者サービスの更なる向上を目指します。 

 

②平成２８年度に策定した「市立柏原病院新改革プラン」を推進し、医療の質

の向上による収益確保や経費削減に積極的に取り組みます。また、当院の関連

病院である大阪市立大学医学部附属病院との更なる連携を強化し、良質な医療

を安定して継続的に提供するよう努めます。 

 

③母子保健事業では、妊娠届出時に保健師がすべての方を対象に面接を行い、
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相談、訪問事業等を行う「妊娠出産包括支援」について、新たに産婦が交流す

るサロンを開設するなどの充実を図ります。そして、産まれてきた子どもが健

康に育ち、保護者が安心して子育てできるよう、２か月児のいる全家庭を訪問

して、子どもの発育や予防接種等の相談に応じるなど、出産・子育てにやさし

いまちを目指します。 

 

④健康増進事業では、がん検診の受診率向上を図ります。とりわけ、胃がん、

大腸がんなど、５つのがん検診が同時に行える大阪がん循環器病予防センター

での個別検診の利用促進のための啓発に努めます。また、精密検査が必要な場

合、適切な検査を受けていただけるよう受診勧奨を行い、がんの早期発見、早

期治療に繋げていきます。 

 

⑤国民健康保険事業では、被保険者の疾病の予防、早期発見及び早期治療を促

進し、健康の保持増進を図るため、特定健診や人間ドック助成事業に取り組み

ます。また、医療費適正化や保険料の収納率向上に努めることで、国保財政の

健全化を図ります。 

 

⑥平成３０年度に国民健康保険が広域化されることから、これに円滑に対応す

るとともに、保険年金課を市民部から健康福祉部に移管し、健康と医療と保険

の連携強化に努めます。 

 

（２）福祉 

 

①５歳児の幼児教育に係る保育料を無償化し、保護者への経済的負担を軽減す

るとともに、子どもが等しく幼児教育・保育を受けることができる環境を整え、

円滑に小学校教育に繋いでいきます。 

 

②保育所の「待機児童ゼロ」や公立幼稚園の園児数の減少等の課題解決を図る

ため、「（仮称）かしわら認定こども園」の平成３２年度開設に向けた施設整備

工事を進めるとともに、認定こども園で実践する教育・保育課程の策定等準備
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を進めます。 

 

③放課後児童会につきましては、支援員等の人材を確保し、児童の安全・安心

な放課後の居場所を提供することにより、待機児童ゼロの維持に努めます。 

 

④子育て世帯の住宅取得補助金につきましては、新築住宅にも対象を広げ、更

なる子育て世帯の負担軽減を図るとともに、定住化を促進し、住みたいまちへ

の後押しとなる取組を進めます。 

 

⑤高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持って暮らせるよう、「第７期柏原市高

齢者いきいき元気計画」に基づき、持続可能な介護保険事業の運営を行うとと

もに、新聞販売店やコンビニエンスストアなどとの連携による高齢者の見守り

を行って「孤独死ゼロ」を目指すなど、高齢者福祉事業に取り組みます。 

 

⑥地域包括ケアシステムを推進し、介護予防事業等による自立支援、重度化防

止、また認知症初期集中支援事業や医療・介護の連携推進等に取り組み、安心

して歳を重ねられる環境づくりを目指します。 

 

⑦障害者一人ひとりのニーズに応じた障害福祉サービスを提供するため、「第

５期柏原市障害福祉計画及び第１期障害児福祉計画」に基づき、基幹相談支援

センターを設置します。 

 

⑧利用者が安心して福祉サービスを利用できるよう、指導監査を計画的に実施

し、事業所の適正な運営の確保とサービスの質の向上を図ります。 

 

⑨健康福祉センターを拠点に実施している地域支援事業につきましては、更な

る拡充を図るため、ジョイフル国分２階を活用して国分地区でも展開し、福祉

全般の相談業務や介護予防事業等に取り組みます。 

 

⑩高齢者・障害者・子どもなどすべての人々が、地域で支え合いながら、一人
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ひとりの暮らしと生きがい、そして地域をともに創っていく「地域共生社会」

の実現に向け、地域住民等が地域福祉を推進できるよう、関係各課のネットワ

ークを構築して支援体制の整備に取り組み、複雑化した課題に的確に対応し早

期解決を図ります。 

 

⑪生活困窮者の子どもに対して学習の支援を行う「子どもの学習支援事業」に

つきましては、現在実施している国分地区に加え、新たに柏原地区においても

実施します。 

 

⑫生活保護につきましては、医療費の適正化や就労支援事業の取組を進めると

ともに、国により指針が示されたジェネリック医薬品の使用については、本市

においてもその普及率向上に向けた取組を強化・推進します。 

 

（３）防犯、防災 

 

①防犯対策につきましては、地域や柏原警察との連携により、情報の共有と街

頭キャンペーン等による啓発を行い、安全安心なまちづくりに努めます。 

 

②防犯カメラの設置につきましては、設置に対する町会への補助制度を引き続

き実施するとともに、主要幹線道路への設置台数を増やすことで、犯罪の抑止

効果を高め、犯罪の起きにくい環境づくりに努めます。 

 

③防災対策につきましては、昨年１０月に発生した台風２１号等による被害の

教訓から、市民の警戒避難に関し、要配慮者の避難支援体制の確保及び避難所

の環境向上を目指した適正な数や規模のあり方を検証するとともに、「自助・共

助」の観点から官民共同で円滑な避難所運営が図られるための協力体制の構築

を行います。 

 

④水防体制につきましては、水害被害から市民の生命と財産を守るため、消防

団の水害対応技術の向上を図るとともに、水防団や柏原羽曳野藤井寺消防組合
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などの関係機関と連携を密にして水防組織体制を強化します。 

 

⑤震災対策につきましては、地震による建築物の倒壊等の被害から市民の生

命・財産を守るため、「柏原市住宅・建築物耐震改修促進計画」に基づき、耐震

化の必要性について啓発を図るほか、木造住宅への除却補助制度など耐震化を

支援する新たな施策に取り組みます。 

 

⑥空き家の対策としましては、現地調査等により把握した特定空家等を含む管

理不全な空き家等の所有者に対し、建物の老朽化の情報提供や適切な助言等を

行い、周囲に悪影響を及ぼす空き家等の改善、適正管理等を促進します。 

 

政策目標２「産業と豊かな自然が調和するまち」 

 

（１）自然環境 

 

①水辺環境につきましては、定期的な水質調査を行うとともに、住民が水辺環

境に対する意識を高められるよう、生活排水対策の啓発や自然観察会等を実施

して、河川の水質改善に努めます。 

 特に、恩智川流域の環境美化対策として、大阪府及び流域４市が連携し、流

域住民との協働による一斉清掃や啓発活動に取り組みます。 

 

（２）生活環境、環境保全 

 

①循環型社会の形成のため、ペットボトル、紙パック、古紙類及び小型家電の

拠点回収を行うほか、環境フェアを開催し、エコバックの配布等による４Ｒ運

動の啓発を行います。また、地域で古紙類等の集団回収を実施している自治会

等に対する助成を実施するなど、ごみの減量と再資源化を推進します。 

 

②不法投棄対策につきましては、柏原警察や関係機関との連携によるパトロー
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ルを実施するとともに、監視カメラや啓発看板を設置して、不法投棄の抑制に

努めます。 

 

③生活環境の保全のため、国の水銀廃棄物ガイドラインに基づき、蛍光灯等の

水銀使用廃製品の拠点回収を市内公共施設で実施し、水銀の適正処理と再資源

化に努めます。 

 

（３）産業 

 

①商工業の活性化と雇用を促進するため、各種セミナーの開催情報や国等の助

成制度など、柏原市事業所情報サイト「柏原・まち・ひと・しごと.net」の掲

載内容を充実させ、市内事業所における顧客の新規獲得及び販路拡大を推進し

ます。また、工業に関しては、地元企業との意見交換などを通じて連携を深め

るとともに課題を共有することで、課題解決に向け協力していきます。 

 さらに、空き店舗を活用した新規出店促進事業の実施や商工会と連携した地

域活性化事業の実施により、商店街等の活性化を進めます。 

 

②観光振興につきましては、奈良県香芝市、王寺町、三郷町とで構成する「２市

２町広域観光ルート整備推進事業」を推進するとともに、新たにジョイフル国

分２階を活用して、本市の特産品や歴史、文化などの地域資源を含む本市全体

の魅力をしっかりと全国に発信し、交流人口の増加と本市の知名度アップに取

り組みます。 

そして、１月にリニューアルオープンしたサンヒル柏原の施設整備を更に進

め、安全・快適な空間でのサービスの提供に努めます。 

さらに、新たに自転車競技であるシクロクロス大会が市内で開催されること

から、「自転車の聖地」柏原をＰＲする機会として捉え、積極的に支援します。 

 

③消費者保護の取組につきましては、消費生活センターでの適切な相談業務の

実施により、悪質商法や振り込め詐欺等の未然防止に努め、市民の安心安全に

取り組みます。 
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④農業振興につきましては、後継者の育成と経営の安定化を図るため、ぶどう

担い手塾を開催するとともに、農業後継者が親元で就農する場合の助成事業を

実施します。また、大阪府やＪＡ大阪中河内と連携しながら農業経営の法人化

に対する支援を行います。 

 

⑤有害鳥獣対策につきましては、有害鳥獣による農作物の被害軽減に取り組む

ため、イノシシ侵入防止柵の設置に係る補助を行うとともに、イノシシ、アラ

イグマ等の捕獲を実施します。 

 

（４）就労環境 

 

①身近で安心して働ける仕事を創出するため、ハローワークや商工会、地元企

業等と連携して、創業支援や地域雇用対策事業を行います。 

 

②女性の活躍応援の取組として、母親労働拠点を活用し、ママスクエア運営事

業者と連携して、市内のお母さんのアイデアを活かした新たな取組を創出しま

す。 

 

政策目標３「便利で快適に暮らせるまち」 

 

（１）都市基盤、生活基盤 

①下水道事業につきましては、「柏原市公共下水道整備第７次五箇年計画」に基

づき、汚水整備では、平成３０年度の目標である人口普及率８７．１％の達成

に向け、柏原東、柏原西及び国分排水区を合わせて約６ｈａの整備を進めると

ともに、下水道への接続率向上に努めます。また、生活排水対策につきまして

は、公共下水道の計画区域外において、市町村設置型の浄化槽整備事業を実施

します。 
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②浸水対策につきましては、台風などの大雨による浸水被害の軽減を図るため、

雨水管渠等の施設改良を行って排水能力の向上を図るとともに、自助共助の観

点から、災害時の避難行動に役立てていただけるよう内水ハザードマップを作

成します。 

また、老朽化が進んでいる雨水ポンプ場施設の改築更新等に向けた「ストッ

クマネジメント計画策定業務」を進めます。 

 

③水道事業につきましては、『安心・安定な水をみらいにつなぐ』ことを基本理

念とする「柏原市水道ビジョン」に基づき、管路の耐震化及び老朽化対策とし

て、地震に強い水道管路を構築するため、老朽化した水道管約３．５㎞の更新

を行います。また、施設の老朽化対策につきましては、安定した運転管理を行

うため、雁多尾畑配水池流量計及び東春日台ポンプ場流量計の更新を行います。 

 

④現行の「柏原市水道ビジョン」の計画期間が平成３０年度までとなっている

ことから、「安全」・「強靭」・「持続」の観点による施策の実現に向け、「柏原市

水道ビジョン」の改定を行い、将来にわたり水道事業の健全経営に努めます。 

 

（２）交通基盤 

 

①市道上市法善寺線につきましては、都市計画道路大県本郷線との交差部の整

備に必要となる用地確保の交渉を進め、都市計画道路田辺旭ヶ丘線につきまし

ては、事業の再評価結果を踏まえ、段階的に効果が発現できるよう、生活道路

としての側面も重視した道路整備を方針として、用地買収などを進めます。ま

た、信貴太平寺線につきましては、道路拡幅に必要となる用地取得に向けて、

用地鑑定や補償費の算定などを進めます。 

 

②近鉄大阪線の堅下駅及び法善寺駅周辺地区のバリアフリー基本構想の策定を

行います。 

 

③道路及び橋りょうの維持補修につきましては、通行の安全確保及び長寿命化
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を図るため、舗装の補修や横断歩道橋及び道路附属物の点検など行うとともに、

国道２５号と一級河川大和川を跨ぐ国分寺大橋の修繕及び耐震補強工事や一級

河川石川を跨ぐ玉手橋の補修工事などを、国の交付金を活用しながら、計画的

に実施していきます。 

 

④国土交通省が事業主体である、国道２５号の本郷橋交差点の改良事業及び国

道１６５号の香芝柏原区間の改良事業につきましては、事業が順調に進むよう

国と連携し、協力していきます。 

  

⑤大阪府が事業主体である、都市計画道路大県本郷線整備事業、府道本堂高井

田線歩道拡幅事業、府道柏原駒ヶ谷千早赤坂線歩道整備事業、一級河川平野川

老朽化護岸対策事業、一級河川恩智川法善寺多目的遊水地事業、砂防事業の畑

地区急傾斜地崩壊対策事業及び奥山大谷砂防えん堤事業につきましては、事業

が順調に進むよう大阪府と連携し、協力していきます。 

 

⑥交通安全対策につきましては、交通安全マナーの向上と交通事故防止を目的

とした啓発活動を積極的に進めるとともに、各小・中学校で自転車の安全な乗

り方を指導するなど、交通安全教室を通じて自転車通行マナーの向上を図りま

す。 

 

（３）アメニティ環境 

 

①みどり豊かなまちづくりを推進するため、市民との協働による草花の植栽を

行うとともに、安全安心な公園とするために、施設の点検及び補修並びに樹木

の剪定などを行います。 

 

政策目標４「心豊かで個性と能力を発揮する人が育つまち」 

 

（１）人権 
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① 「部落差別の解消の推進に関する法律」に基づき、部落差別をはじめとする

人権課題のより一層の周知・啓発に取り組むとともに、各種相談窓口や連携

体制の整備に努めます。 

 

②平和事業につきましては、市内の戦争の傷跡の紹介や、生命や平和な生活を

脅かす事柄を事業のテーマとします。 

 

③男女共同参画社会の推進では、女性の社会進出と男性の家事進出をテーマに

取り組みます。 

 

（２）学校教育 

 

①小・中学校の普通教室への空調設備の設置につきましては、平成３０年度に

中学校への設置を完了させるとともに、小学校５校への設置に向けた工事設計

を実施します。 

 

②国分中学校グラウンド整備事業につきましては、市が柏原市土地開発公社か

ら当該用地を教育財産として取得するとともに、グラウンド整備に向けた測量

設計を実施します。 

 

③本市教育施策に関する大綱である「柏原市教育振興基本計画」のもと、知・

徳・体の調和のとれた子どもの育成を目的として幼小中一貫教育を推進します。

また、時代の要請にも柔軟に対応するため、計画性をもって教育活動の充実を

図ります。 

 

④幼小中一貫教育につきましては、これまでに培われた各中学校区における取

組の共有と活用、教職員連携の強化、授業づくりを更に進めるとともに、義務

教育学校も視野に入れて検証を行うなど、地域とともにある学校づくりを推進

します。 
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⑤小学校の「かしわらっ子はぐくみテスト」を継続して実施し、家庭と協力し

て学力向上に取り組みます。さらに、学力を下支えする読書活動につきまして

は、学校司書と市立図書館が連携・協働を深めて、読書環境の充実を図ります。 

  

⑥いじめの防止につきましては、「いじめゼロ」に向けた啓発に取り組みます。

また、市内全ての児童・生徒を対象にした「いじめアンケート」を定期的に実

施し、早期発見・早期解決を図ります。さらに、「柏原市いじめ問題対応委員会」

を活用し、専門家の意見をいただきながら、いじめが発生しにくい環境づくり

に取り組み、豊かな心を育む道徳教育を推進します。 

 

⑦支援教育につきましては、「地域でともに学び、ともに育つ」教育の充実を図

るために、学校間はもとより関係機関と連携し、合理的配慮の観点を踏まえ、

地域で学ぶ幼児・児童・生徒やその保護者に対する支援体制の整備に努めます。

また、発達障がいに関する理解・啓発を図るとともに、教職員の専門性の向上

を図り、更なる支援教育の充実・発展に努めます。 

 

⑧柏原市立小・中学校適正規模・適正配置につきましては、基本方針に基づき、

国分小学校と国分東小学校の統合を進めます。その際には、子どもたちの教育

環境が充実する方策を導入して、保護者や地域住民のご理解を得ながら進めま

す。 

 

（３） 生涯学習  

 

①公民館につきましては、市民の生涯学習の機会を促進するため、市内の大学、

文化団体のご協力のもと、市民ニーズに応じた公民館講座を開催します。また、

平成３０年７月から公民館の貸館を有料とし、市民の交流の場である公民館を、

より安全で快適に利用して頂けるよう努めます。 

 

②市民文化祭につきましては、公民館本館やリビエールホールを拠点に、堅下・
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国分の分館を活用した文化祭を企画し、また、本館では、書道や手工芸など、

一人でも多くの市民が参加できる「体験コーナー」をより充実し、「市民参加型」

の文化祭を開催します。 

 

③図書館につきましては、特集展示やイベントを通して読書意欲を喚起し、市

民が読書を楽しみ学ぶことのできる魅力ある図書館を目指します。 

 

④スポーツの取組につきましては、幼児から高齢者までのより多くの市民が、

気軽にダーツやパークゴルフなどのニュースポーツを体験できるよう、スポー

ツフェスティバル㏌柏原を開催します。 

また、マラソンを通じて体力・健康増進を図るため、小学校低学年から大人

まで、参加者の体力に応じて各種コースを設定した柏原シティキャンパスマラ

ソンを開催します。 

 

⑤「（仮称）恩智川多目的遊水地市民スポーツ広場」の整備に着手し、平成３１年

４月のオープンを目指します。 

 

⑥子どもたちの居場所づくり事業として実施している「放課後子ども教室」に

つきましては、地域の方々やボランティア等との協働によって実施回数を増や

すよう努めます。 

 

⑦竜田古道の里山公園を活用し、現在、若年層において実施している自然体験

教室を、新たに高齢者も対象としたシニアキャンプ教室として開講します。 

 

⑧文化財保護につきましては、史跡や文化財の適切な維持管理に努め、歴史的、

文化的資源の将来にわたる保護、継承を図るとともに、歴史資料館の展示、講

座、講演会や「柏原市ウェブサイト」などを通じてその魅力を積極的に発信し、

地元を誇りに思えるまちづくりを推進します。 
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政策目標５「健全な行財政と市民主体のまち」 

 

（１） 協働のまちづくり、国際交流 

 

①協働のまちづくりの推進につきましては、地域担当職員を通じて地域の声を

汲み上げ、課題解決に向けた支援に努めるとともに、防犯や防災、環境美化を

はじめとして、自治会や NPO 法人などが実施する様々な公益活動が更に活性化

するよう取り組みます。 

 

②市民総合フェスティバルにつきましては、市制６０周年記念事業として「か

しわら花火」を復活し、市内の教育機関・企業・市民団体などと連携のうえ、

地域の活性化やにぎわいの向上を図るとともに、安全対策について万全を期す

よう努めます。 

 

③国際交流につきましては、外国の生活や文化の理解を深めるため、世界の料

理教室講座やホームビジット事業を柏原市国際交流協会と共催し、異文化交流

を推進します。また、柏原市文化・スポーツ国際交流基金を活用して、青少年

の国際交流活動を支援します。 

 

 

（２） 市政運営、行財政運営 

 

①マイナンバー制度につきましては、特にマイナンバーを含む特定個人情報の

取扱いについて厳格に管理を行いながら、マイナンバーカードの普及に努めま

す。 

 

②市政情報の発信につきましては、「広報かしわら」と「柏原市ウェブサイト」

を核として徹底した情報公開を行い、市政を透明化し、市民との情報共有を図

ります。また、「日本一住みたいまち柏原」の実現に向け、まちの魅力情報など

を掲載して「広報かしわら」を充実し、もっと地元に誇りが持てるよう市民意
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識の醸成に努めます。 

 

③市民の市政への関心や参加度を高めるため、Facebook などの SNS を活用して

行政情報などをリアルタイムで発信するとともに、市民からの投稿もできる双

方向のコミュニケーション手段としても積極的に活用し、市民との協働による

まちづくりを推進します。 

 

④行財政健全化の取組につきましては、今年度も具体的取組項目を実行して行

政の「無駄使いゼロ」を推進します。また、業務のアウトソーシングを積極的

に進め、行財政健全化とともに業務の効率化を図ります。 

 

⑤行財政改革につきましては、その推進手法として、大阪府の地方分権改革に

基づく市町村間連携に積極的に取り組みます。特に、近隣市と連携可能な行政

事務や公共施設等について具体的に検討し、取り組みます。 

  

⑥公共施設等につきましては、「柏原市公共施設等総合管理計画」に基づき、近

隣自治体との広域連携を視野に入れながら有効活用や再配置を図ります。 

 

⑦まちづくりの核となる新庁舎につきましては、「市民の安全・安心の拠点とな

り、市民生活の中心となる庁舎」を基本理念として、平成２９年度から取り組

んでいる基本構想・基本計画の策定を５月に完了し、設計施工一括発注方式に

よるに庁舎建設を進めます。 

 

⑧地方創生の取組につきましては、本市における更なる雇用の創出やにぎわい

の向上につながり、人口減少に歯止めがかかる施策を検討し、国の地方創生推

進交付金の獲得を目指して事業を構築します。 

 

⑨ふるさと納税につきましては、全国のより多くの国民の皆様からご寄附いた

だけるよう、事業の包括委託を実施して記念品を拡充します。また、クラウド

ファンディングを更に活用して財源を確保し、地域活性の取組を推進します。 
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⑩人事管理につきましては、限られた予算と人員の中で様々な行政課題を的確

に解決していくために、優秀な人材の確保や育成に取り組むとともに、職員一

人ひとりの持てる力を最大限引き出す職場環境づくりと職務の能力や業績にあ

った給与制度の構築などを推進し、組織力の向上を図ります。 

 

以上、平成３０年度の主な施策の概要についてご説明申し上げました。 

最後に、柏原市は今年還暦を迎えますが、これからもずっと柏原市を誇りに

思い、子どもから高齢者まで誰もが笑顔で柏原市に住んでよかったと実感して

いただけるよう、そして今後５０年、１００年と柏原市が続くよう、職員と一

丸となって市の発展に取り組んでまいります。 

議員各位並びに市民の皆様におかれましては、市政運営に対する格段のご理

解とご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、平成３０年度の市政運営

に臨む私の所信とさせていただきます。 


